
 熱海市水道条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  平成２９年３月２１日 

熱海市長 齊 藤  栄   

熱海市条例第１０号 

   熱海市水道条例の一部を改正する条例 

 熱海市水道条例（平成１０年熱海市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 目次中「第６条」を「第４条」に、「第７条－第１５条」を「第５条－第１３条」に、「第

１６条－第２２条」を「第１４条－第２３条」に、「第２３条－第３４条」を「第２４条－第

３５条」に、「第３５条－第４０条」を「第３６条－第３９条」に、「第４０条の２・第４０

条の３」を「第４０条・第４１条」に、「第７章 雑則（第４１条－第４３条）」を 

「第７章 雑則（第４２条－第４４条） 

 第８章 罰則（第４５条・第４６条）」
に改める。 

 第１条の見出しを「（趣旨）」に改め、同条中「、その他法令」を「その他法令」に、「、

その他の」を「その他の」に、「ことを目的」を「もの」に改める。 

 第３条の見出し中「給水装置の」を削り、同条中「、「給水装置」を「「給水装置」に、「管

理者の権限を行う市長（以下「市長」という。）の」を「市長が」に改める。 

 第４条第１項第２号中「第４２条第１項」を「第４３条第１項」に改める。 

 第５条及び第６条を削る。 

 第７条第２項中「申し込み」を「規定による申込みをする」に改め、第２章中同条を第５条

とする。 

 第８条を第６条とし、同条の次に次の１条を加える。 

（工事の費用の負担） 

第７条 工事に要する費用（以下「工事費」という。）は、当該工事の施行を申し込む者の負

担とする。ただし、市長が必要と認めるものについては、市長が工事費を負担することがで

きる。 

 第９条第２項中「により、」を「により」に改め、同条に次の１項を加える。 

３ 市長は、指定給水装置工事事業者に対し、配水管に給水管を取り付ける工事及び当該取付

口から量水器までの工事に関する工法、工期その他の工事上の条件を指定することができる。 

 第９条を第８条とする。 

 第１０条第２項を次のように改める。 



２ 前項の規定による指定の権限は、法第１６条の規定による給水契約の申込みの拒否又は給

水の停止のために認められたものと解釈してはならない。 

 第１０条を第９条とする。 

 第１１条を削る。 

 第１２条第１項中「次」の次に「に掲げる費用」を加え、同条第２項中「その費用を」の次

に「同項の工事費に」を加え、同条を第１０条とする。 

 第１３条第１項中「、工事」を「、当該工事」に改め、同条を第１１条とする。 

 第１４条第１項中「所有者若しくは代理人又は使用者若しくは代表者（以下「使用者等」と

いう。）」を「給水装置の所有者」に改め、同条第２項中「工事に」を「給水装置に変更を加

える工事に」に、「工事費」を「費用」に、「使用者等」を「、給水装置の所有者」に改め、

同条を第１２条とする。 

 第１５条中「その他」の次に「の者」を加え、同条を第１３条とする。 

 第１６条第１項中「給水」を「市長」に、「制限又は停止することはない」を「給水を制限

し、又は停止しないものとする」に改め、同条第２項中「前項の給水を制限又は停止しようと

するときは」を「市長は、給水を制限し、又は停止しようとするときは」に改め、「予告する」

の次に「ものとする」を加え、同条第３項中「第１項の規定による、給水」を「給水」に、「市

長」を「市」に改め、第３章中同条を第１４条とする。 

 第１７条を第１５条とし、同条の次に次の２条を加える。 

（給水装置の所有者の代理人） 

第１６条 給水装置の所有者は、この条例に定める一切の事項を処理させるため、代理人を選

定することができる。 

２ 給水装置の所有者は、代理人を選定したときは、市長に届け出なければならない。 

（代表者の選定） 

第１７条 次の各号のいずれかに該当する者は、代表者を選定し、市長に届け出なければなら

ない。 

(1) 給水装置を共有する者 

(2) 給水装置を共用する者 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認めた者 

２ 市長は、前項の代表者を不適当と認めたときは、変更させることができる。 

 第１８条の見出し中「及び貸与」を削り、同条第１項及び第２項を次のように改める。 



  使用水量は、市の量水器（以下「量水器」という。）により計量する。 

２ 量水器は、給水装置に設置しなければならない。ただし、使用水量を計量するため、市長

が受水槽以下の給水設備に量水器を設置する必要があると認めるときは、当該給水設備にこ

れを設置することができる。 

 第１８条第３項を削り、同条第４項中「の設置位置」を「を設置する位置」に改め、同項を

同条第３項とする。 

 第３９条及び第４０条を削り、第６章中第４０条の２を第４０条とする。 

 第３８条の見出し中「切り離し」を「切離し」に改め、同条第１号中「給水装置所有者が、」

を「給水装置の所有者が」に改め、同条第２号中「ないと」の次に「市長が」を加え、同条を

第３９条とする。 

 第３７条第２号中「手続き」を「手続」に改め、同条を第３８条とする。 

 第３６条第１項中「第４条」を「第５条」に改め、同条を第３７条とする。 

 第３５条を第３６条とする。 

 第４章中第３４条を第３５条とする。 

 第３３条の見出しを「（督促）」に改め、同条中「熱海市税外収入の督促等に関する条例（昭

和４６年熱海市条例第２３号）の規定を準用し、督促手数料及び延滞金を徴収する」を「期限

を指定して督促しなければならない」に改め、同条を第３４条とする。 

 第３２条第１項第１号中「第９条第１項の」を「法第１６条の２第１項の規定による」に改

め、同条第２項中「手数料」を「、手数料」に改め、同条を第３３条とする。 

 第３１条を第３２条とする。 

 第３０条第２項中「第２８条第１項」を「第２９条第１項」に改め、同条を第３１条とする。 

 第２９条（見出しを含む。）中「無届け」を「無届」に改め、同条を第３０条とする。 

 第２８条第１項中「開始、休止又は」を「開始し、休止し、又は」に、「１箇月」を「１月」

に改め、同条を第２９条とする。 

 第２７条中「認定する」の次に「ものとする」を加え、同条を第２８条とし、第２６条を第

２７条とする。 

 第２５条第１項を次のように改める。 

  料金は、隔月検針により使用水量を計量し、その計量した使用水量をもって、検針日（料

金算定の基準日をいう。）の属する月分と翌月分として料金を算定する。この場合において、

使用水量は、各月均等とみなし、使用水量を２等分した場合における端数は、翌月分に加え



る。 

 第２５条第２項を削り、同条を第２６条とする。 

 第２４条中「１箇月」を「１月」に、「別表の」を「別表に定める」に、「と超過料金との」

を「及び超過料金の」に改め、同条を第２５条とする。 

 第２３条第１項中「使用者」を「給水装置の使用者」に改め、同条第２項を次のように改め

る。 

２ 給水装置を共用して使用する者は、その料金の納入について連帯責任を負うものとする。 

 第２３条を第２４条とする。 

 第２２条第１項中「使用者等」を「市長」に、「水質についての検査を、市長に請求するこ

とができる」を「給水する水質について、使用者等から請求があったときは、検査を行い、そ

の結果を請求者に通知するものとする」に改め、同条第２項を削り、同条第３項中「実費額は

請求者の負担とする」を「実費を請求者から徴収する」に改め、同項を同条第２項とし、第３

章中同条を第２３条とする。 

 第２１条第１項中「、善良な市長」を「善良な管理者」に改め、同条第４項に次のただし書

を加える。 

  ただし、市長が別に定めるものは、この限りでない。 

 第２１条第４項を同条第５項とし、同条第３項中「第１項の」を「第１項に規定する」に、

「の責任」を「がその責めを負うもの」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項中「にお

いて修繕を必要とするときは、その修繕」を「の修繕」に改め、同項ただし書中「必要と」を

「必要がないと」に、「ものについて」を「とき」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１

項の次に次の１項を加える。 

２ 前項の規定による届出があった場合において、水の汚染又は漏水を防止するため必要があ

ると認めたときは、市長は、当該給水装置の修繕を施行するものとする。 

 第２１条を第２２条とする。 

 第２０条の見出し中「私設消火栓」を「消火栓」に改め、同条第１項中「私設消火栓」を「消

火栓」に、「使用して」を「、使用して」に改め、同条第２項中「私設消火栓」を「消火栓」

に、「届出し」を「申請し」に、「の立会いを要するものとする」を「が指定する職員の立会

いを受けなければならない」に改め、同項に次のただし書を加える。 

  ただし、市長が必要がないと認めるときは、この限りでない。 

 第２０条を第２１条とする。 



 第１９条の見出しを「（届出）」に改め、同条中「速やかに」を「あらかじめ」に、「届け

出て承認を受けなければ」を「届け出なければ」に改め、同条第１号中「開始及び休止又は」

を「開始し、休止し、又は」に改め、同条第３号及び第４号を削り、同条に次の１項を加える。 

２ 使用者等は、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに市長に届け出なければなら

ない。 

(1) 使用者等の氏名、住所等に変更があったとき。 

(2) 量水器を亡失し、又は毀損したとき。 

 第１９条を第２０条とし、第１８条の次に次の１条を加える。 

（量水器の保管） 

第１９条 量水器は、給水装置の使用者、代表者又は給水装置の所有者若しくは代理人（以下

「使用者等」という。）に貸与し、保管させる。 

２ 前項の規定により量水器を保管することとなる者（次項において「保管者」という。）は、

善良な管理者の注意をもって当該量水器を管理しなければならない。 

３ 保管者が前項に規定する管理義務を怠ったために量水器を亡失し、又は毀損した場合は、

その損害を賠償しなければならない。 

 第７章中第４３条を第４４条とし、第４２条を第４３条とし、第４１条を第４２条とする。 

 第６章中第４０条の３を第４１条とする。 

 本則に次の１章を加える。 

   第８章 罰則 

 （過料） 

第４５条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の過料に処する。 

(1) 第５条の規定による承諾を受けないで、工事を施行した者 

(2) 正当な理由がなくして、第１８条第２項の規定による量水器の設置、第２６条の規定に

よる使用水量の計量、第３６条の規定による検査若しくは第３８条の規定による給水の停

止を拒み、又は妨げた者 

(3) 第２２条第１項に規定する給水装置の管理義務を著しく怠った者 

(4) 第２５条の料金、第３２条の加入金又は第３３条の手数料の徴収を免れようとして、詐

欺その他の不正の行為をした者 

（料金を免れた者に対する過料） 

第４６条 詐欺その他の不正の行為により、第２５条の料金、第３２条の加入金又は第３３条



の手数料の徴収を免れた者は、徴収を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当す

る金額が５万円を超えないときは、５万円とする。）以下の過料に処する。 

 別表中「都度」の次に「給水装置の」を加える。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


